
■所有と所属■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 222号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：所有と所属 

 

１軒の家を複数の家族で分け合って暮らすことをシェアという。 

それでは複数の家族が 1つの家族として一緒に暮らすことは何というのだろう。 

僕の母は妹と一緒に暮らしているのだが、数年前に父が亡くなり、妹の子供たちが独立していった後に夫も離婚

して家を出たため、大きな家で二人暮らしをすることになった。 

ある時、お嬢さんの通学用の住まいを探す Sさんから相談を受けたので、「母の家に住んだらどう？」と提案し、

引き合わせると、なんとあっさり意気投合した。 

そこで急遽、妹が子供たちの荷物を整理し家中を片付けて、Sさん母子との同居生活が始まった。 

家賃や光熱費など、もろもろ合算した「同居家賃」をいただく代わりに、2 階の８帖間の占有使用を認め、残り

の部分は同居家族として仲良く使うことにした。 

・ 

もちろん仲介業者は介在せず、契約も適当で曖昧だ。 

不動産の賃貸借契約というよりは、家族としての同居契約といった方がしっくりする。 

はじめのうちは、相手の生活スタイルが分からずにぎくしゃくしていたが、次第に互いのことが分かってくると、

食事や入浴を譲り合ったり協力できるようになってきた。 

もちろん信頼関係が育たなければ、こうした住まい方はできないが、互いを信頼しようと努力すれば、みるみる

関係は育っていく。 

今では、Sさんと妹は SNSで連絡を取り合って、母と娘の面倒を互いに調整しながら助け合っている。 

そして調子に乗った妹は、片づけをさらに進めて、２階の別の部屋でも住み手や利用者を受け入れたいと言って

いる。 

・ 

昨日はこの家で母の誕生パーティを開き、孫やひ孫たちが集まったのだが、その席で群馬に越した妹の息子が東



京で仕事をするために帰ってきたいと言い出した。 

すると妹は、我が家の現状とシステムを説明し、「同居費用を払うなら大歓迎」と誘っていた。 

つまり、空き部屋の入居者を募るのでなく、空き部屋を利用する家族を募集しているわけだ。 

この場合の家族とは、血縁者かどうかではなく、ここでの同居生活を望む人のこと。 

他人はもちろんのこと、たとえ血縁家族であろうとも信頼関係を築かなければ、快適な生活は難しいだろう。 

・ 

先週の日曜日、僕は足立区西新井のパルコカーサという集合住宅を訪問した。 

元は銭湯があったのだが、銭湯を継続させるのは無理だと判断した経営者が、３人の息子たちに土地継承の方法

を提案させたという。 

銭湯を通じて地域社会に育てられたと口をそろえる息子たちは、入居者たちと親しくなるだけでなく、町会への

参加も義務付けた。 

この日は夕涼み会ということで、長男のＴさんが招いてくださったのだが、オーナーの３兄弟と入居者たちとの

語らいは、まるで実家に集う親戚のようだった。 

スタイリッシュな２軒長屋がゆったりと配置された住環境がどんなに魅力的であっても、このコミュニティに参

加できない人は入居できないことになる。 

今では他所に転勤した、企画段階から参加した仲介業者の Iさんも、この成功に胸を張る。 

・ 

考えてみると「シェア」とは、他人同士が時間や空間を分け合うこと。 

所有者が使いきれない時間や空間の遊休部分を使うことで、新たな経済価値が生まれることは確かだ。 

だが一方で、時間や空間を使い切れないままでいる所有者側の孤立も問題だ。 

そもそも所有者が行動を起こさなければ、シェアも何も実現しない。 

ところが、頼みの綱である血縁家族の崩壊リスクは、天皇家ですら免れない。 

家族が分散し亡くなることで、所有者は確実に孤立していく。 

だから僕は、母の家に他人の家族を招き入れてみた。 

そしてこれがきっかけで、母の家に新しい家族が集まり始めている。 

・ 

家を分け合うのでなく、家に集まる家族とは、家を所有するのでなく家に所属する人たちだ。 

家に所属する人たちは、その持ち分を決めるのでなく、願いをかなえるための役割を決めればいい。 

会社に所属する管理者と労働者、学校に所属する先生と生徒などは、会社や学校をシェアしているのでなく、目

的のために使っている。 

家族もまた、快適に暮らすために役割を分担する。 

僕が取り組む「土地所有の法人化」とは、土地を誰かの所有物でなく、仲間が所属する場所にすることだ。 

土地をいつか売却して所有者だけが儲けるのでなく、夢をかなえるために仲間といつまでも使うことだ。 

 

http://nanoni.co.jp/20190726/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：急募・東北出張のお誘い 

 

明日 8/6(火)の午後から明後日にかけて、NPO 法人 HOME-FOR-ALL の業務を引き継ぐため、急遽東北に出張

することになりました。 



初日の夜は仙台に泊まって、翌日気仙沼で引き継ぎを行い、荷物一式を持ち帰ります。 

一泊とはいえ、気仙沼往復の長距離運転になりますので、交代ドライバー若しくは話し相手がいてくださると助

かります。 

 

なお、明日は 12時頃、横浜・反町から出発予定です。 

 

松村拓也とじっくり議論したい人。 

絶好のチャンスですので、至急ご検討ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）08/05 〇12-17時 面談可（笑恵館） 

（火）08/06 ●午後から東北出張（仙台泊） 

   10-12時 いづみ PJT・MTG 

（水）08/07 ●東北出張（気仙沼） 

（木）08/08 〇13-16時 面談可（笑恵館） 

16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議 

（金）08/09 ●16-19時 面談可（三茶） 

14-16時 ★UST・MTG（駒場） 

19-21時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

（土）08/10 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-18時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（日）08/11 ◎休業日・終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

08/15 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

08/17 ★地主の学校・初級編 ① 

08/22 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

08/24 ★まつむら塾（笑恵館） 

08/25 ★名栗の森オーナーシップクラブ 8月例会（名栗） 

09/12 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

09/12 ★笑恵館クラブ運営会議 

09/13 ★カプラー起業交流会（三茶） 

 



松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


